
自然環境保全事業 

 

【目的】 

・生態系の調査により現状を把握する。 

・自然観察会の開催や生物多様性の保全に関する周知啓発を行う。 

・特定外来生物への対応を行う。 

・市民の自然環境保全意識の醸成を図る。 

 

【概要】 

・自然共生社会の実現を目指して策定した、ぬまづ生物多様性地域戦略に基づき実施する。 

・特定地域における自然環境保全生物分布調査を行う。（浮島ヶ原、門池公園などを計画） 

・自然観察会、環境学習会を開催する。 

・市・市民・事業者等が連携して、希少生物の減少を防ぐ。 

・特定外来生物等の対応を行う。 

・浮島ヶ原の生物多様性の保全について、富士市と連携を図る。 

 

【令和３年度】 

・浮島ヶ原で、業務委託により自然環境保全生物分布調査を進めている。 

・調査結果を基に、学習用リーフレットを作成する。 

・浮島小学校の児童を対象に、アクアプラザ遊水地（衛生プラント周辺）で自然観察会を開催し、

参加児童がタブレットＰＣを利用してレポートを作成した。レポートは浮島地区センターに展示した

ほか、データ公表等についても関係機関等と調整を図り、活用方法を検討していく。 

・生物多様性の保全に関する周知啓発を行う。 

  ・自然環境保全活動における企業との連携手法を検討していく。 

 

 ＜ 自然観察会とレポート ＞ 
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